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1

地方創生
地域を担う
産業の振興

交流
から

定住
へ

　
最
近
よ
く
耳
に
す
る
﹁
地
方
創

生
﹂
と
い
う
言
葉
。
話
題
と
な
り

始
め
た
の
は
、
日
本
創
成
会
議
︵
民

間
の
有
識
者
組
織
︶
が
発
表
し
た

将
来
の
人
口
推
計
が
こ
と
の
発
端

で
す
。
人
口
減
少
の
加
速
に
よ
っ

て
、
こ
の
ま
ま
何
も
し
な
け
れ
ば

２
０
４
０
年
︵
平
成
52
年
︶
に
は

全
国
約
半
数
の
市
町
村
が
消
滅
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
発
表
。
若
い

女
性
が
５
割
以
下
に
減
少
す
る
自

治
体
を
﹁
消
滅
可
能
性
自
治
体
﹂

と
し
て
位
置
づ
け
、
関
川
村
も
こ

れ
に
含
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
人
口
推
計
が
国
に
警
鐘
を

鳴
ら
し
、
国
は
﹁
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
﹂
を
設
置
。
国

版
の
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
地
方
自
治
体
も
独
自
の

総
合
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
全
国
に
衝
撃
を
与
え
た
﹁
消
滅

可
能
性
自
治
体
﹂。
村
の
人
口
が
減

り
続
け
る
こ
と
は
、
村
の
活
力
を

失
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
す

が
、
人
口
を
増
や
す
こ
と
だ
け
が

目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
む
ら
づ
く
り
で
大
切
な
の
は
、

村
民
み
ん
な
が
村
で
暮
ら
す
意
義

と
責
任
を
感
じ
、
自
信
と
誇
り
を

持
つ
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
村
民
み

ん
な
が
真
の
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ

る
こ
と
が
最
も
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
日
本
全
体
で
人
口
減
少
が
進
ん

で
い
る
状
況
の
な
か
で
、
人
口
を

増
加
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
な
か
で
少
し
で

も
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
に
は
、
産
業
、
雇
用
、
暮
ら

し
、
子
育
て
、
医
療
、
福
祉
、
教

育
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
総
合
し

た
施
策
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
村
だ
け
で
は
課
題
の
解

決
が
難
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
村
と
村
民
の
皆
さ
ん
、

あ
る
い
は
集
落
、
各
種
団
体
な
ど

が
得
意
分
野
を
活
か
し
て
力
を
合

関
川
村
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　
人
口
流
出
対
策
と
出
生
率
の
向

上
に
よ
っ
て
、
２
０
６
０
年
に
３

４
０
０
人
程
度
の
人
口
を
維
持
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

わ
せ
る
協
働
の
む
ら
づ
く
り
に
よ

る
総
合
力
が
必
要
で
す
。

　
関
川
村
を
発
展
さ
せ
て
後
世
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
　
　
　
　
＊

　
具
体
的
な
村
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
次
号
の
広
報
か
ら
順
次
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

　
地
方
創
生—

—

。
こ
れ
は
、﹁
地
方
経
済
が
よ
く
な
っ
て
雇
用
の
場
が

増
え
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
。
そ
し
て
、
地
方
が
豊
か
に
な

っ
て
、
地
方
か
ら
日
本
を
元
気
に
し
よ
う
﹂
と
い
う
も
の
で
す
。

（人）

人口ビジョン（目標）
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自
信
と
誇
り
を
も
っ
て

む
ら
づ
く
り
は
総
合
力

総
合
戦
略
の
策
定

総
合
戦
略
の
策
定

自
信
と
誇
り
を
も
っ
て

む
ら
づ
く
り
は
総
合
力

　
村
で
は
、
第
６
次
総
合
計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
て
関
川

版
の
総
合
戦
略
を
策
定
。﹁
豊
か
で
住
み
よ
い
活
気
あ
る
む

ら
づ
く
り
﹂
を
め
ざ
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
５
年
間
で
行

う
具
体
的
な
取
り
組
み
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

戦略は６つの柱

①交流から定住へ促すために

②地域を担う産業の
振興のために

③切れ目のない子育てのために

④住みよい暮らしのために

⑤みんながいきいきと
暮らせるために

⑥むだのない行財政の
運営のために



完歩めざす！
　 『九の郷ウォーキング』 関川ゼミナール第２期生募集！関川ゼミナール第２期生募集！

大学と連携協定
～ 新潟リハビリテーション大学 ～

愛と夢と感動あふれる
　関川中学校をめざして
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学校 お知らせからのからの

今月は関川中学校からの紹介

　今年度も昨年度に引き続き、学校づくりのキー

ワードは、「愛」・「夢」・「感動」です。

　今年度、このキーワードを具現化する教育活動

の目玉の一つは、「もち米づくり」と「もち米を使

ったおもてなし」です。

　地域の方、ＪＡにいがた岩船のご協力をいただ

いて、生徒が学校田での「もち米」栽培に携わり

ます。そして秋、収穫したもち米を使った「おも

てなし料理」を地域の皆様にご提供し、日ごろの

ご支援に対して感謝の気持ちを表したいと考えて

います。10月下旬の実施をめざして、現在、計画

を練っています。詳細な内容が決まりましたら、

たよりやＨＰでお知らせします。

　平成28年度も、生徒・職員が一丸となって「愛」

「夢」「感動」あふれる関川中学校をめざします。

　行事の際だけでなく、日頃の学校生活の様子も

ご覧いただきたいと思います。お気軽に足を運ん

でください。

期　日　５月７日（土）

　　　　雨天の場合８日（日）に順延

日　程　８時30分に関川中学校スタート（予定）

コース　学校→温泉橋→温泉橋土手→滝原→小見  

　　　　→松ヶ丘→鉈打峠→深沢→女川農村公園

　　　　→小和田→蕨野→宮前→高田→高田橋土

　　　　手→橋場→南赤谷→学校

　協力し合い励まし合って、完歩を目指します。

初夏の一日を、いい汗流して満喫したいと思いま

す。当日、道ばたで生徒を見かけたら、ぜひ声援

をお願いしたいと思います。

【参加者募集中】

　生徒と一緒に参加を希望する方がいましたら、

関川中学校（TEL 64−1063 担当：中西）までご連

絡ください。いい汗を流しましょう。

　３月22日、村は学校法人北都健勝学園新潟リ

ハビリテーション大学と包括連携協定を結びま

した。これは、教育、保健・医療・福祉やまち

づくりなどで相互協力することを目的に締結し

たもので、村が単一大学と包括連携を行うのは

初めてです。

　同大学の山村千恵学長は、「３月13日に村の

福祉健康フェアに参加をさせてもらった。これ

からも地域にねざした大学として、よりいっそ

う広い分野で連携を進め、村の発展に寄与した

い」と語りました。平田大六村長も、「住民を対

象にしたフィールドワークの場を提供できると

考えている。学生との交流にも期待している」

とあいさつしました。

愛と夢と感動あふれる
　関川中学校をめざして

完歩めざす！
　 『九の郷ウォーキング』

平成28年度　入学式

大学と連携協定
～ 新潟リハビリテーション大学 ～

関川ゼミナール第２期生募集！
　関川をもっと知りたい、楽しみたい、そんな

仲間を募集します。いろんなイベントに参加し

たり、自分たちで企画したりしながら生まれ育

った関川村、そしてこれからもずっと生活の場

とする関川村をもっと深く知り、もっと楽しも

うというのが関川ゼミナールです。興味のある

方はぜひ連絡をください。

【連絡先】

　村民会館

　　担当：安久

　☎６４−２１３４


